
 

 

 

 

 

 

またまた突然ですが、今週はノーベル賞にまつわる特集を③ 

 

          生きているということは          永 六輔 

 

生きているということは 誰かに借りをつくること   

生きていくということは その借りを返していくということ  

誰かに借りたら誰かに返そう 誰かにそうしてもらったように  

誰かにそうしてあげよう 

 

生きていくということは 誰かと手をつなぐこと   

つないだ手のぬくもりを 忘れないでいること  

めぐり逢い愛しあいやがて別れの日 その時に悔やまないように  

今日を明日を生きよう   

 

人は一人では生きてゆけない 誰も一人では歩いてゆけない 

生きているということは 誰かに借りをつくること  

生きていくということは その借りを返してゆくこと  

 

誰かに借りたら誰かに返そう 誰かにそうしてもらったように 

  誰かにそうしてあげよう  

  誰かにそうしてあげよう   誰かにそうしてあげよう 

 

見上げてごらん夜の星を 

        歌手 坂本九 作詞 永六輔 作曲 いずみたく 
 

見上げてごらん夜の星を 小さな星の 小さな光が  

ささやかな幸せをうたってる 

見上げてごらん夜の星を ボクらのように名もない星が  

ささやかな幸せを祈ってる 
 

手をつなごうボクと おいかけよう夢を 二人なら苦しくなんかないさ 
 

見上げてごらん夜の星を 小さな星の小さな光が  

ささやかな幸せをうたってる 

見上げてごらん夜の星を ボクらのように名もない星が 

ささやかな幸せを祈ってる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  夢と勇気と優しさと 2021・10・20（水）Vol.105 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

     堺市立殿馬場中学校 第７３期生 第 3学年進路指導通信 
 

◆永六輔さんが 2016 年７月７日に亡くなられた。「見上げてごらん夜の星を」「明日があるさ」「こんにちは赤

ちゃん」などを作詞、もしかすると君たちも聞き覚えがあるかも。「見上げてごらん夜の星を」を唄った坂本

九さんは、1985 年 8 月 12 日に起こった日本航空機墜落事故によって 43歳の短い生涯を閉じています。 

 

生きているということ

は･･･ 

大村智さん風に言え

ば、「人として大事なこ

とは恩返しすること」 

なのかもしれないネ。 



学校説明会ご案内 
 

◆大阪府立信太高等学校  

 日 時   １１月１３日（土） 13：30 受付  14：00～16：00 

       

 内容は、全体説明 学校生活 進路実績 学習内容 

     体験授業 

 申込は、11 月５日（月）までに信太高校ＨＰから または高木まで 

 

 予定 学校説明会 1/15（土）2/5（土） 

 

◆大阪市立中央高等学校 

 日 時    １２月１１日（土） 

        受  付 １０：２０～ 

        全大会  １０：５０～１１：５５ 

        体験授業 １２：１０～１３：２０ 

        

 申込は、１１月１９日（金）までに高木まで 

 

◆大阪市立水都国際高等学校 

 学校説明会 

 日 時    １０月３０日（土） 

        １１月２０日（土） 

        １２月１８日（土） 

 申込、詳細は、水都国際ホームページから 

 

◆大阪府立今宮高等学校  

 日 時  １１月０６日（土）１４：００～１６：００ 

       全体説明・部活見学・校内見学 等 

 申込期間  １１月４日まで 

 申し込みは、今宮高校ＨＰから 

 

◆大阪府立堺東高等学校 

  日 時   １１月１３日（土） 

        第１部 １３：００～１４：３０ 

        第２部 １５：００～１６：３０ 

  内 容   学校説明 進路説明 施設見学 部活動見学  など 

  申 込   堺東高校ＨＰから 10/27～先着順 

 

◆大阪府立和泉総合高等学校  

 日 時  １１月２０日（土）１３：３０～１５：４５ 

       全体説明・部活見学・校内見学 体験授業 等 

 申込期間  １０月２８日まで 

 申し込みは、高木まで  


